
 

 

 
      
 最近、天気予報にはなかった雨が降ることが多くなったのでは

と感じる今日この頃ですが、ふと職員室の窓から見えた虹。見た子

もたくさんいたようです。様々な天候の中、新学期から本日まで、

無事に子ども達が事故なく通うことができました。登下校の見守

りをしてくださっている交通指導員やすき焼き隊、そして PTA役

員の皆様に深く感謝申し上げます。 

また、ほとんどの学校行事を予定通りに行い、子ども達の生き生

きとした姿をお見せすることができました。５類への移行後も保

護者の皆様には健康観察等のご協力をいただき誠にありがとうご

ざいます。夏休み明けもどうぞよろしくお願いいたします。 

 

さて、今年度からは二期制ということもあり、あゆみを持ち帰らない初めての夏休みとなります。３学

期制の感覚だと何か物足りない感じがあるかと思いますが、今までの頑張りを振り返り、今後への励まし

の言葉をお願いいたします。冬休みも同様となりますのでご理解ください。いよいよ明日から 25日間の

夏休み、普段できない体験をし、そして一人でできることが増える有意義な夏休みを過ごしていただけれ

ばと思います。 

 

 

 

先月は、「解決までの『見通しをもつ』ことができれば◎です。」ということから、見通しをもてるようにな

るため、そして様々な事柄に対応できるようになるために、多くの経験と体験をさせてあげること（振り返り

～反省～があるとさらにいいですね）、学校とご家庭とが足並みを揃えて支援することによって更なる成長を促

すことができるというお話をさせていただきました。 

昨年、石成牧子前深川中学校長が、学校便りの巻頭言に、いわゆる「子

育て四訓」の話を取り上げておられ、単純な区切りですと小学校では、

「３」になるか、大きな区切りは卒入学か、「『４』の心を離すな」はど

の時期も大切だなと読ませていただいておりました。実際に小学校には

６歳になったばかりの子から１２歳までの子が集まります。スキンシップを求める子や「見て見て～。」と手を

引っ張ってくる子、「自分で頑張るから見守ってほしい。」と話せるようになる子まで。同学年でも個人差があ

ります。本当に 1 年生から 6 年生までの心身の成長は目を見張るものがあります。中学・高校もそうですね。 

学校では、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を行い、いろいろなゴールを目指しています。 

「親の心子知らず」「子の心親知らず」という言葉もありますが、大切なことは何度も話すと「耳に・・・」

となる場合もあるかもしれませんが、心身に染み渡ると思います。お家庭でも、お子さんの自立に向け、一人で

頑張る部分と家族の一員として頑張る部分を改めて話題の一つにされてはいかがでしょうか？ 

学
校
教
育
目
標 

【第５号】 令和５年７月２６日発行   深川市立一已小学校 校長 千 石 正 巳  

あゆみなしの初めての夏休み！
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○すすんでやりぬく子ども 

○よく考える子ども 

○思いやりのある子ども 

○強くたくましい子ども 

7/13 16:51 

１ 乳児はしっかり肌を離すな 

２ 幼児は肌を離せ、手を離すな 

３ 少年は手を離せ、目を離すな 

４ 青年は目を離せ、心を離すな 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                      

               

 

 

 

 

                      

 

 

 
 

 

 

 

 

〇深川市内の小中学校では８月１０日（木）～１５日（火）が学校閉庁日となっています。  

この期間は、学校へ連絡をすると自動応答メッセージが流れ、連絡を取る事ができません。期間中、大きな事故等、緊急の連絡が必要な  

場合は、休日と同じように連絡網を活用し、学級担任に連絡していただきますようお願いいたします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【いじめ把握アンケートの聞き取り調査の結果について】 
 

 

 

子供達の学びを最大限に保障するため、地域施設や人材等の力も借りながら、子供達の抱える困り感を減少させ、安心

して学ぶ環境づくりを進めていきます。 

〇小小連携事業「読み聞かせ」 7 月 5 日  

一已中学校に進学したとき、知らない子供達だとすぐに打ち解けず、学びに滞りが生まれてしまうかもしれない．そん

な不安を解消し、円滑な中学校へのステップを踏むことができるようにするために始められた小小中連携の取組。楽しく

学びをしながら、相手を知りたいということで、今年度も、岸田展大氏の読み聞かせパフォーマンスを開催しました。多

度志小、納内小の 1・2 年生と共に楽しく聞き、音楽のリズムに乗って流れる物語の世界に心を弾ませていました。今後、

上の学年でも交流を深め、中学校へ進学するときには「中 1 ギャップ」を乗り越え、楽しく学び合う子供の姿が目に浮か

びます。  

 

〇幼保小連携事業 １１月頃  

先日、市内の一部の幼稚園と保育園の園長が来校し、今後、どのように連携を進めていくか話し合いをしました。参観

日の参観交流や1日体験入学の充実、学校探検の機会の設定などが出てきました。今年度は、１１月頃、一已小学校探検を

幼稚園や保育園と合同で行い交流する予定です。詳細が決まりましたら、お知らせします。  

 

〇学校以外での相談機関・窓口 通年  

・子ども相談支援センター（北海道教育委員会）  ０１２０－３８８２－５６  

・少年相談１１０番（北海道警察）  ０１２０－６７７－１１０  

・深川市子どもと親の相談室（深川市教育委員会）  ０１６４－２３－５５７０   

・深川市心の窓・少年相談室（生きがい文化センター内）※火～金  13:00～17:00 090－1642－1859 

 ６月から７月にかけて、子供達が「いやなおもいをしたことがあるか」等についてアンケートをもとに、教育相談を

実施し、いじめの未然防止に努めてきました。その状況について皆様にお知らせいたします。何かお気づきの部分があ

りましたら、どんな些細なことでも結構ですので、学校までお知らせください。  

（いやな思いをしたことがある人）  

１年・１３人  ２年・２９人  ３年・１４人  ４年・９人  ５年・１１人  ６年・１３人  

内容を確認すると、お互い面白くないことがあり悪口やあだ名を言ってしまったり、けんかをしてしまったり、度を

過ぎたふざけになっていたりという話が多くありました。その内容については、お互いが謝罪をしたり、今後どのよう

に過ごしていけばいいのか考える機会を設けたりするなどし、解決を図りましたが、２件については、指導後も「いや

なおもいをしている」ことがしばらく続き解決していないことから、学校では「いじめ」として認知し対応していきま

す。保護者と情報を共有し、学校全体で児童の様子を見ながら対策を練り、解決を図っていきます。  

一已小学校では、ホームページにも記載しています「いじめ防止基本方針」に基づき、いじめのない学校を目指して

います。特別な教科「道徳」による心の教育や委員会活動のあいさつ運動・集会活動等における交流の場を設定するこ

とも、その一環となっています。 

読み聞かせの様子  

日 曜 ８月　行事予定 日 曜 ８月　行事予定

1 火 夏季休業日　チャレンジ深川夏④ 17 木 夏季休業日

2 水 夏季休業日 18 金 夏季休業日

3 木 夏季休業日 19 土
4 金 夏季休業日 20 日
5 土 21 月 夏季休業後集会

6 日 22 火
7 月 夏季休業日 23 水 C5日課　修学旅行（6年）　1年水泳学習②（午前）

8 火 夏季休業日 24 木 修学旅行（6年）　4年水泳学習②（午後）

9 水 夏季休業日 25 金 回復休み（6年）　5年水泳学習②（午後）

10 木 学校閉庁日 26 土
11 金 学校閉庁日　山の日 27 日
12 土 学校閉庁日 28 月
13 日 学校閉庁日 29 火 3年水泳学習①(午後)

14 月 学校閉庁日 30 水 2年水泳学習②（午前）　放課後教室（高③）

15 火 学校閉庁日 31 木 避難訓練②　交通安全指導日

16 水 夏季休業日


